
 

玄海原子力発電所４号機 発電機冷却用水素ガス補給量増加について 

 

 

● 事象概要 

 玄海４号機では、平成 16年 9月 15 日 14:00 頃から、発電機冷却用水素ガスの補

給量が増加傾向にあった。 

 9 月 16 日に運転を停止し点検・調査を行ったところ、発電機内の配管の溶接部の

一部に割れが発生し、当該部位から水素ガスが配管内部（冷却水側）へ漏れ込み、

補給量が増加したものと判明した。 
 

○ 発電機冷却用水素ガスについて 

 発電機内には、運転中に発生する熱を冷却するために水素ガスが封入されてお

り、さらに冷却用の水が配管内部に流れている。 

 このうち水素ガスは、冷却水より高い圧力で封入されており、通常運転中に徐々

に減少するため、その量に応じて水素ガスが補給される仕組みとなっている。 

 

 

● 環境への影響 

 冷却用水素ガス及び水の系統は、いずれも放射性物質を含む系統ではないため、

今回の事象により環境への放射能の影響はなかった。 

 

 

● 原因及び対策 

 （原因） 割れが認められた部位は溶接不良が生じていたこと、また、発電機運転

中の振動で過度の力が加わったことから、割れが発生したものと考えられ

る。 

 （対策） 漏えい部位の配管を取替え、適切な管理による溶接を行い、また、新た

に配管にサポート（支柱）を設置することにより振動による過度の力が加

わらないようにした。 

 

 

【主な経緯】 

9/15 14:00 頃 発電機冷却用水素ガスの補給量が増加傾向を示す 

9/16 10:36   九州電力から県に対し第１報の連絡 

   20:30   発電停止 

9/18～20     点検・調査実施 

9/22      九州電力から県に対し原因と対策の報告 

9/22～25    対策実施 

9/28      発電再開 
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